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    繊 維 質 の ア ・レコー ル化 に關 す る研 究(第3報)

        木 材 糖 化 液 に 就 て(其1)

              片 桐  英 郎

              辰 己  忠 i爽

                           昏

 シ,ラ ー法に依て得た る木材糖化液 中には種 々の糖及糖以外の物質が生成せ られゐるもので

ある・此等の物質は糖化液 を酒精或は酵母製造に利用する揚合或は醗酵を阻害 し或は促進する

等種 々の影響 を與へ る,又 副産物 を利用する立揚より見るも,糖 化液の組成を明かにする事は

重要な事項である.糖 化液 を酒精或は酵母製造に利用する揚合 には榮養分の添加,阻 害物質の

除去,酵 母の選繹及馴養等に關 して槍討す る必要がある・今度は榮養分の添加に就て實験 した

る結 果を報告する.

 實験に供 したる糖化液は第1報 に於て得た る桑條糖化液である・印桑條5009をO.4 %硫 酸

溶液7500cc,糖 化温度175～185。C,滲 透時聞15～20分(全 糖化時聞170分)な る糖化條件

を以てシ。ラー法に依て得たる糖化液 にて之を糖化過程の前後(A,B)に 二分 したるもの分析

結果は次の如 くである.

             1 ・ i ・'i・+・
    糖 化 液1000cc. g/loocc 6,500cc g/looc(7500cc g/100cc      曳

    滲 透 糖 化 時 問  40分        130分       170分

    杢 還 元 穂4.1090.41 163.6592。52167・7592.25

    ペ ン ト ー ズ 3.8(, 0.38 27.950.43 31.75JO.42

    全      窒      素    O.0900    0.0090    0.2920  0.0045    0.382   0.OO9. 1

    水 蒸氣 蒸溜 々 出液51」の 0.100 0.010 0.715 0.011 0.815 0.OIO
    フ ル フ ロ ー ル

    1罐 難 莞 誰3・ … 3ポ ・・6・75・ ・951・ ・55・ …

    同 ペ ン ト ー ズ 1.20 0.12 10.40 0.16 11.60 0.15

 上 乱 糖 化 液 を濃 縮 し糖 濃 度4.5%と な し,榮 養 分 帥 無 機 分 と して(NH,)2SO4又 は(NH,)2

HPO,, k2HPO4,・MgSO4,有 機 分 と して 萎 芽 汁,酵 母 汁 を 添 加 し其 の 影 響 を槍 討 した ・

 實 験 方 法 は次 表 の如 き種 々 の組 成 の 培 養 液 を調 製 し夫 々10c.c.宛 試 験 管 に填 め 廼 常 の 如 く殺

菌 し豫 め培 養 ぜ る種 酵 母 を接 種 し湧 付,醗 酵 終 了時 を検 した ・

                   (46)



         .片桐 ・辰 巳:繊 維 質のアルコール化に關 する研究(第3報)

馨駿糖化液㌦ 轟 繍 讃 煎 隣馨榮灘灘
   1     100c(    4.8  `  0.29       -     i O,29    0.19     -      一   一十十十一

   2 '     ク      層"       -        0.2g      O..2     0.1      -      _    _十 十十_

   3  ク  ク  0.2   -   O.2  0.1  1cc. 一 ++++-

   4  ク  〃  - 1 0・2  0・2 0・1 1 一 ++++一 、

   5  -一  ・  O.2ti -r  O2 0.1  1 1。c.++++.・-

   6 〃 〃 -1・ ・ ・… .…   i+・++一

 以上の結果 よ り考察す るに無機分のみを添加 した揚合は有機分 を併用 した揚合に比 して湧付

が遽れるが醗酵終了時間は殆ん ど同じである・之は酵母の繁殖の遽遽の差に依 るものと思考 さ

れ る.故 に木材糖 化液は無機榮養分のみ添加する揚合は種酵母量 を或程度多量に使用すれば充

分に正常醗酵を行ぴ得 る事 を知つた.

 工業的に木材糖化液 を利用する揚合は,榮 養分の最適添加量を秘 る事は経濟上重要な事であ

る。故 に(NH,)2SO4叉 感(N. H,),HPO、 を窒素源としK,HPO、 を燐酸源として次表の如 き種

々の添加量に就て其の影響 を槍討 した・實験方法は糖化液200c・c.宛 を500c.c.三 解瓶 に墳 め通

常の如 く緬 し繍 髄 擁 し280C・ 72時醗 養し生繭 精・嚇 逡璽 を定量した・

窒素畷 糖化液曝 蜘 灘 竃蕪 窒訓 繍 魏 糖酬 備考

   lil・ …c.i・ ・'・・… 779・ ・2・9・2569・.292・889i57g・ ・.44%X

 (    2      ク      ク    0ユ90     ク    0.169    0.8     2.92    2.59    71.22    terc z                                                    
re

 9 3・ ク ク O・106 -- 0・085 0・4 2・92 2・63 70・79 ρ 

湯 41・ ク O・063 ・ O・042 0・2 2・89 2・69 70・11 £ 

ρ 5 '・ ・ O.042 ・ 0.021 0.1 2.86 2.80 68.88 霧
                                        せ    6

ク クO.021ク002.62 、3.0666.00=,
 てコ                                  コ                 ロ                                      ア  ア 

    1 、 ク ク α273 ク 0・252 1・2 2・85 2・49 72・33 X                                                                                                                  ヒの

 乞    2      ク      " -  0ユ89     ク    0.168    0.8     2.91    2.58    71.33     巨1

 ど ・ ・.・ ・.・・5 〃 ・.・84・.4 2.9・2.657・.55 9                                        ゐ きり
.:4 ク クO ・063 クO・0`20・2 2・862・6071・11薯

 ∫)    5    、  ク      ク    0.043     ク    0.021    0.1     2.S5    2.84    68.44     書舞

    6      ク      ク    0.021     ク      0      0     3.65    3.10    65.55    ミ士

燃 試験醗 糖化酔 灘 撫 源 満精甕 臨 御 轍 率 儲
    ロ                  ロ コ          ゴ      コ               コ                                                      ド             

      1      200cc     9・009     1・29     ●2.829      2・799     69。00%t   蜜                                         

  避 1 ;';.1:l l駕 1:ll ;1:擦 セ
  ド                                                                                           ロ    ぷ

  ぎ  4  ・  ・  0・2  2.84, 2・88 6800 2  " 
5  ・  ・ O.1 2.82 2・97 67・00 霧

     '6  ・  ・  0  2.51  3・14  65ユ1  y

 以上の結果 より考察するに窒素源及燐酸源添加何れの揚合に於て も,其 添加量の増加に從て

糖消 費率が増加す る事 を知 る・'然るに生成酒精量は窒素源及燐酸源 を添加 しない ものは特に低

                    (47)
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 い が,添 加 した もの は實 験 範 團 に 於 て は 其 等 の 添 加 量 に は 關 係 な く大 膿 一 定 の 値 を示 して ゐ

 る.之 等 の 中で 最 大酒 精 量 を得 る最 適 添 加 量 は (NH,)2SO4叉 は(NH,)2HPq O12g/100 c.c.,

 K2HPO402g/ヱ00c.c.で あ る.

  低温「タール」より内燃機關用燃料製造 に關す る研究

                  (第 3報)

          含 水 「メ タノール 」 に よ る酸 性 分 の除 去

               舟  阪   渡

    .  ・ 横 川 親 雄

               須 賀  操 雫         纂

  低温 「クール」は25～45%に 及ぶ酸性油を含んでゐる.こ の酸性油は各種芳香族 「アルコー

 ル」の混合物で化學工業の原料として貴重なものである・更に低温 「タール」よりこの酸性油

 を分離すると,』その母膿である炭化水素油の債値も増大する.

  從來この目的に用ぴられていたのは苛性 「ソーダ」溶液による分離方法である.こ の方法で

 は分離は確實であるが,酸 性油及び 「ソーダ」の回牧に相當な経費を要する鉄黙がある.之 に
除

 射 して今日迄有機溶齊1による抽 出を始めと}ろ 各種の分離方法が試みられているが,筆 者は從

來籐 り研究されていない 「アルコール」類及び有機 「ア ミン」類 による溶剤抽出法に就いて實

 験 し,こ の中含水 「メタノール」法により好結果を得たので之に就 いて簡軍 に報告する.

 ＼試料は日産液艦燃料株式簿祠=より供給 を受 けた低温 「タール」粗中油 を使用 した・(酸 性油

含量は40%)而 して,一 定量の試料を分液漏'トにとり,之 に適當量の揮磯油を添加 して稀揮 し

 激 しく振盈 し,次 いで魍當量の 「メタノール」 を加へ,5分 闇激 しく振温 した後,敏 時間放置

 して上下二暦に分 け,爾 相か ら蒸溜法により夫々抽出油及び精製湘とに分離 した・

 先づ無水 「メタ ノール」を溶剤とする抽出實験を行つた・その結果無水 「メクノール」は低温

 タールの酸性油 に封 し非常に大 きい抽出力を有するが,そ れ以外の成分 もかな り抽出されるこ
                

 とが明 らかになつた.丈 揮焚油の添加量は抽 出致果に大 きい影響 を及ぼさぬことを知つた.以

上の結果 よ壕 「メタノール」を水で稀澤すれば中性～由分に野する溶解度 を減少さぜることが出

來,一 方酸性油分の如 き極性 を有するものに封 して選揮的抽出力を増大させ得 ることが考へ ら

れ るので,種 々な濃度の 「メタノール」水溶液にょつて抽 出實験 を行つた・ 帥ち,「 メク ノー

ル」の濃度 を100%か ら95%に すると急激に抽出力が減少するが ,抽 出油中の(酸 性油)/(中
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